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　Deci & Ryan（1985）が提唱する自己決定理論では、行動における因果律の所在や学習活動の目的 / 手段化によっ
て内発的動機づけから、「統合的調整」「同一的調整」「取り入れ的調整」「外的調整」（これら4 つが外発的動機づけ）
までが序列化されている。またこの理論では、当初は社会や外側からの刺激などに基づいていた自己の行動が、次第
に自己の価値と同一化していく過程が「内在化（internalization ）」（Ryan & Deci 2000）という用語で捉えられている。
しかしながら、課題価値評定尺度には自律性そのものが含まれておらず（伊田 2001b）、どの価値にも外的刺激と関わり
なく、自身が欲する価値と一致している可能性を有している。伊田（2001b）は、価値がどの程度自身が欲するものとし
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3.　調査方法と結果
3.1　調査手順と調査協力者、調査時期
　イルクー ツク、ブリヤ トー、ノヴォシビルスクで日本語を主専攻とする4 つの大学の日本人教師に、メー ルや教師研修
会等で研究の意図を伝え、質問紙（日本語版、ロシア語版…調査実施用）をメー ルで送信した。調査許可を得た上で、
質問紙ロシア語版をコピ しー，調査を実施した。回答に不備のなかった117 名（配布回収率：75.5％，平均年齢：19.9 歳，
SD：1.48）を分析対象とした。学年と男女子人数は表 1に示される。調査時期は 2013 年 6 月～ 7 月である。
表 1　調査協力者の学年と性別
　 1年生 2年生 3年生 4年生 5年生 計
男子学生 3 2 5 4 3 17
女子学生 12 22 20 27 17 98





田（2001b）の課題価値評定尺度は全 30 項目であり、単独尺度内に6 項目含まれている。本研究は協力者の負担を極
力軽減すべく、項目総数を同数（30 項目）にし、伊田（2001b）で用いられている課題価値評定尺度内から各 1 項目削
除し、留学生活利用価値（計 5 項目）を設定している。このため本研究の課題価値評定尺度は興味価値、私的獲得価値、












　今後の日本への留学希望度については、「1 . 既に日本への留学が決まっている。」「2. 機会があれば（もう一度）行っ
てみたい（行こうと思っている。）」「3. 行きたいが、経済的な理由などで行けそうにない。」「4. 日本に留学したいかどうか
まだわからない。」「5. 留学したくない。」の中から1つを選択させた。選択肢 1と2を選んだものを「留学希望積極群」、
3 ～ 5を選んだものを「留学希望消極群」とした。調査極力者 117 名のうち、留学希望度に記述のなかった3 名を除い
た114 名を、下級生（3 年生以下）留学積極群 36 名、下級生（同左）留学消極群 26 名、上級生（4・5 年生）留学
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表 2　日本語学習の課題価値尺度項目の分析結果 6
No. 項目 分類 F1 F2 F3 F4 F5 Ave SD IT相関
10. 学ぶと自分自身のことがより理解できるようになる内容である。 【私】 .90 -.08 -.08 -.11 .13 4.17 1.56 .78
11. 学んでいて満足感が得られる内容である。 【興】 .89 .03 .13 -.03 -.20 5.09 1.63 .83
19. 自分の個性を活かすのに役立つような内容である。 【私】 .87 -.10 -.07 .07 .13 4.21 1.69 .85
 3. 学ぶことによってより自分らしい自分に近づける内容である。 【私】 .87 -.15 .13 -.04 .02 4.38 1.70 .82
13. 興味を持って学ぶことができるような内容である。 【興】 .78 .23 -.04 .01 -.08 5.60 1.36 .83
22. 自分という人間に対して興味関心を持つような内容である。 【私】 .77 -.08 -.05 .04 .20 4.03 1.65 .81
24. 学んでいて楽しいと感じられる内容である。 【興】 .69 .17 -.05 -.01 .00 5.36 1.53 .75
28. 学ぶことで人間的に成長と思えるような内容である。 【私】 .66 .03 -.04 .09 .12 5.07 1.61 .76
 1. 学んでいて面白いと感じられる内容である。 【興】 .58 .32 .18 -.11 -.14 5.99 1.24 .72
17. 学んでいて好奇心がわいてくるような内容である。 【興】 .49 .32 -.05 .08 .03 5.60 1.40 .69
16. 日本でコミュニケーションするのに役立つと思える内容である。 【留】 -.06 .94 .00 -.10 .07 6.37 1.09 .86
29. 留学をするために役に立つと思える内容である。 【留】 -.15 .93 .04 .02 .03 6.27 1.13 .83
20. 日本語能力試験等の資格試験に役に立つ内容である。 【制】 .05 .83 -.15 .00 .13 6.26 1.22 .77
 4. 日本での一般生活で役に立つと思われる内容である。 【留】 .15 .63 .17 -.07 -.05 6.09 1.32 .74
 9. 留学先の学校の授業を理解するのに役に立つと思える内容である。 【留】 .05 .63 .06 -.01 .16 6.20 1.13 .72
 5. 身につけているとかっこいいと思える内容である。 【公】 .09 .52 .04 .25 -.20 6.03 1.29 .57
27. 就職や進学をしようとする際に役に立つ内容である。 【制】 -.21 .01 .88 .06 .14 5.31 1.60 .78
 2. 就職や進学の試験突破にとって大切な内容である。 【制】 .06 .01 .84 -.09 -.19 5.32 1.52 .67
 6. 就職または進学できる可能性の高まる内容である。 【制】 -.04 .15 .74 -.01 -.02 5.30 1.52 .71
15. 希望する職業に就くための試験に必要な内容である。 【制】 .13 -.09 .68 -.14 .30 4.97 1.74 .78
 8. 将来社会人として活動する上で大切な内容である。 【職】 .22 -.07 .54 .24 -.01 4.84 1.58 .70
12. 職業を通して社会に貢献しようとするときに役立つ内容である。 【職】 .16 -.08 .49 .18 .18 4.74 1.57 .70
30. 学ぶと人よりかしこくなると思えるような内容である。 【公】 -.01 -.02 -.04 .83 -.16 4.38 1.64 .61
14. 詳しく知っていると他者から尊敬されるような内容である。 【公】 .18 -.05 -.01 .70 .13 5.01 1.50 .69
 7. 学んだことが他の人に自慢できるような内容である。 【公】 -.04 .00 -.03 .63 .07 4.35 1.82 .55
26. 知っていると周囲からできる人として見られるような内容である。 【公】 -.22 .37 .16 .50 .07 5.31 1.51 .55
25. 将来仕事の中で直面する課題を解決するのに役立つ内容である。 【職】 .03 .15 .24 -.08 .69 4.79 1.56 .84
23. 将来仕事における実践で生かすことができる内容である。 【職】 .07 .12 .39 -.14 .55 5.17 1.60 .75
18. 将来仕事に関わる社会的な問題を理解するのに役立つ内容である。 【職】 .26 -.19 .11 .12 .48 5.24 1.50 .57
21. 日本での問題解決に役に立つと思える内容である。 【留】 .17 .35 -.23 .09 .42 4.50 1.55 .53
F1 F2 F3 F4 F5 Ave SD α
F1：興味・私的獲得価値 - .57 .62 .49 .57 4.94 1.28 .94
右上：因子間相関 F2：留学生活利用価値 .62 - .54 .44 .41 6.20 0.99 .90
左下：尺度間得点間相関 F3：制度利用価値 .66 .56 - .34 .56 5.08 1.29 .89
相関係数は全て p <.001 F4：公的獲得価値 .48 .48 .41 - .40 4.76 1.27 .78
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たらなかった。このため、抽出因子数を5に減じ、固有値1以上を基準として因子間相関が前提となっているプロマック
ス回転を行った。因子パター ンの数値をもとに見ていくと、第1因子は私的獲得価値と興味価値をすべて含んだ計 10 項
目から構成されている。このためこの因子を「興味・私的獲得価値」とした。第 2因子は 6 項目から構成され、制度的
利用価値、公的獲得価値に関する質問事項がそれぞれ 1 項目含まれているが、全体的な構成から留学生活利用価値
とした。第 3因子は職業的利用価値の2 項目が含まれているが、制度的利用価値が多数の 4 項目を占めていることから、
制度的利用価値の名称を用いることとした。第 4因子は 4 項目の全てが設定した公的獲得価値から構成されるため、名




私的獲得価値の 5 項目に、第 2因子は興味価値の5 項目に設定通り分類された。このため、設定した全 30 項目を採
択した上で 6 つの下位尺度を構成することとした。内的整合性による信頼性係数はα=.78 ～ 93であり、十分な内的整
合性が確認された。




No. 項目 分類 F1 F2 Ave SD IT相関
19. 自分の個性を活かすのに役立つような内容である。 【私】 .92 .01 4.21 1.69 .89
22. 自分という人間に対して興味関心を持つような内容である。 【私】 .89 .00 4.03 1.65 .84
10. 学ぶと自分自身のことがよりよく理解できるようになる内容である。 【私】 .82 .03 4.17 1.56 .81
28. 学ぶことで人間的に成長と思えるような内容である。 【私】 .69 .13 5.07 1.61 .77
 3. 学ぶことによってより自分らしい自分に近づけるである。 【私】 .69 .19 4.38 1.70 .82
 1. 学んでいて面白いと感じられる内容である。 【興】 -.03 .84 5.99 1.24 .76
24. 学んでいて楽しいと感じられる内容である。 【興】 .04 .79 5.36 1.53 .77
13. 興味を持って学ぶことができるような内容である。 【興】 .13 .79 5.60 1.36 .85
17. 学んでいて好奇心がわいてくるような内容である。 【興】 .06 .71 5.60 1.40 .72
11. 学んでいて満足感が得られる内容である。 【興】 .21 .70 5.09 1.63 .82
F1 F2 Ave SD α
右上：因子間相関 F1：私的獲得価値 .78 4.37 1.46 .93
左下：尺度間得点間相関 F2：興味価値 .79 5.52 1.24 .91
相関係数は全て p<.001（N=117）
表 4　興味価値、私的獲得価値と他の価値との相関
留学生活利用価値 制度的利用価値 公的獲得価値 職業利用価値
私的獲得価値 .52 .62 .44 .71
興味価値 .65 .62 .46 .65
相関係数は全て p<.001（N=117）
78






Bonferroni 法によりp<.01を有意水準とした。分析の結果、上 / 下級生による主効果は見られなかったが、全ての課題
価値で留学希望度による主効果が観測された（興味・私的獲得価値…（F（1, 110）=15.49, p<.001）、留学生活利用価
値…（F（1, 110）=9.02, p<.01）。制度的利用価値…（F（1, 110）=22.91, p<.001）、公的獲得価値…（F（1, 110）=11.15, 
p<.01）、職業的利用価値…（F（1, 110）=10.88, p<.01）。留学希望度による価値の認識の差は、二次的な因子分析で分
別された私的獲得価値、興味価値についても同様に見られた（私的獲得価値…F（1, 110）=11.57, p<.01、興味価値…
F（1, 110）=16.15, p<.001、表 5 参照）。
　上 / 下級生による課題価値の有意差は見られなかったものの、留学希望積極群と留学希望消極群の人数比率差が、
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性が高まっていくという自己決定理論（Deci & Ryan 1985、後述）にも影響を受けていると考えられる。
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